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　大村 ・ 沢宮 ・ 小島（2010）は青年期女子の身体満足感を部位ごとに測定し、身体の各部位に対する満足感が自尊感情
を媒介してシャイネスにどのような影響を及ぼすかについて検討した。身体満足感に関する32項目を対象に因子分析を
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として名称をつけた（第 2 段階）。さらに、もう一段階同様の作業を行い最終的なカテゴリーを構成した（第 3 段階）。
各身体部位の最終カテゴリーを Table 2 に記載した。
　KJ 法の結果、「顔の造り（造作の改善 ・ 雰囲気の改善 ・ フェイスラインの引き締め ・ 表情の改善）」では、第 1 段階で
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